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研究成果の概要（和文）：本研究は、中間言語の性質、獲得、言語処理を、「文法性の錯覚」から解明した。こ
の目的のために、まず「文法性の錯覚」を引き起こす可能性のある数々の文法現象に対して詳細な言語分析を行
った。次に、この分析結果に基づき、第二言語で獲得が困難で、使用が難しい文法現象を同定し、それらの文法
現象に対して指導（教授）を行い、教授効果があるのかどうかを調査した。また、言語理論に基づいた第二言語
獲得研究が、理論言語学と英語教育を結びつけ、教室での語学教育に対してどの程度の知見を与えるのかを検討
した。

研究成果の概要（英文）：This project examined the nature, acquisition and processing of 
interlanguage competence in terms of grammatical illusions, which have been extensively observed in 
second language acquisition but have not received enough attention. To this end, we made detailed 
analyses of grammatical phenomena which seem to give rise to grammatical illusions. Based on the 
results, we have identified linguistic properties which are potentially difficult for second 
language learners to acquire and resist instruction. Thus, the acceptability of grammatical 
illusions can diagnose how second language learners construct and access linguistic representations 
in real-time. We also explored the extent to which linguistic approaches to second language 
acquisition provide insights for the language classroom and concluded that they can bridge a gap 
between theoretical linguistics and English pedagogy.

研究分野：英語学

キーワード： 文法性の錯覚　時制の獲得　空主語･空目的語　構造依存性　教授効果　介在効果　関係節の文処理　冠
詞
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研究成果の学術的意義や社会的意義
言語理論に基づいた第二言語獲得研究は、言語理論と第二言語獲得研究の領域にまたがる研究であるが、現状は
一種の乖離現象が見られ、両分野は密接に関連しているとは言い難い。本研究は、第二言語学習者のおかす「誤
り」を「文法性の錯覚」の観点から分析し、その原因を明らかにすることで、言語理論が第二言語獲得研究に新
たな視点をもたらすことを示した。また、非文法的な文を文法的と判断する「文法性の錯覚」の研究成果は、英
語の接触量が増えても言語発達が停滞してしまい、「化石化状態」になっている英語学習者の原因解明に今後繋
がる可能性がある。その結果、「学習文法」の改善にも寄与する可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
母語の文理解･産出において、一致 (agreement)、否定対極表現の認可などの領域で、非文法的
な文を文法的と誤る｢文法性の錯覚｣が明らかになっている (Wagner et al. 2009)。例えば、(1b,c)
では、主語名詞句の主要部である単数形の key と、動詞 are の持つ数素性が一致しないので非
文となるが、母語話者の容認性判断課題では、 (1b)が(1c)よりも容認度が高いことが報告されて
いる。また産出においても、(1b)のような例が報告されている。つまり、(1b)では非文法的な文
を容認可能であると判断する「文法性の錯覚」が生じていることになる。この容認度の相違は、
統語理論･文法理論が予想しないもので、ここに言語処理システム(parser)が関わっていること
を示唆される。 
 
(1) a. The key to the cabinets is on the table. 

b. *The key to the cabinets are on the table. 
c. *The key to the cabinet are on the table. 

 
この現象が興味深いのは、文法的な文を非文法的と錯覚してしまうことは稀で、再帰代名詞解釈
や長距離束縛などに関しては｢文法性の錯覚｣が観察されず選択的である点である。この意味で、
文法性の錯覚は、母語話者の言語知識発達と言語処理システムの関係に対して、新しい知見を与
える可能性がある (Phillips 2012)。第二言語獲得 (second language acquisition, SLA) 研究で
も、言語知識発達と言語処理システムは重要な問題であるが、第二言語学習者の「誤り」を｢文
法性の錯覚｣から扱った研究は、国内外で手付かずの状態であった。 
 
２．研究の目的 

SLAには相反する二つの問題がある。一つは、母語 (L1) 獲得と同様に、経験から帰納できな
いほど豊かな言語知識を第二言語 (L2) 使用者が獲得する「SLA におけるプラトンの問題」で
ある。この問題は、生成文法に基づいた第二言語獲得研究（generative approaches to SLA, 
GenSLA）の中心トピックで今まで多くの研究がなされてきた (Schwartz and Sprouse 2013)。
申請者らは、人間言語の普遍的特徴と仮定されている｢構造依存性の原理｣が SLAでも機能して
おり、L2の感受性期を超えた日本人英語学習者でも、適切なトレーニングで、経験以上の統語
知識を獲得することが可能であることを、機能的磁気共鳴画像法 (fMRI) を用いて脳科学から
示すことに成功した (Yusa et al. 2011)。この結果は, 外国語環境でも、人間言語の中心的原理
（構造依存性）に関しては、年齢効果がなく L1と L2の文処理は、根本的には異ならないこと
を示している。 
 しかし、この結果は同時にそれならば、なぜ L2では豊かな言語経験にもかかわらず限られた
知識しか得られないのかという「SLA におけるオーウェルの問題」を引き起こすことになる。
この問題自体は、L1の転移や臨界期・感受性期の研究以来、長い歴史があるが、L2の文法発達
と文処理メカニズムを統合した研究は少ない。L2の文法発達研究から、屈折形態素が SLA発達
のボトルネックとなることが提案されている (Slabakova 2008, 2013)。また、統語部門と談話
のインターフェイスに関する言語知識が、言語処理や言語以外の認知能力に負荷をかけ、獲得を
困難にしていることが指摘されている (Sorace 2011) 。一方、L2 の文処理研究は､袋小路文や
関係節の処理などに限られており、研究が大きく遅れているのが現状である。しかし、SLA で
は L1獲得以上に、言語入力の｢インテイク｣(intake)が、文法発達に大きな影響を及ぼす（Piske 
and Young-Scholten 2009）ことを考慮すると、｢文法性の錯覚｣に基づいた L2文処理メカニズ
ム研究は、L2 の文法発達を解明する上で極めて重要であり、従来の SLA 研究に欠けていた視
点であると言える。例えば、非文法的な文の入力を錯覚で文法的と理解しているために、中間言
語文法の再構築を促す入力が不足し、再構築が行われない可能性がある。また、学習者が使用す
る教材で用いられる「過度に単純化された文法規則」が、言語入力の取り込みや、言語知識の発
達を阻害する可能性がある。｢文法性の錯覚｣は、SLA では頻繁に見られる言語現象であるにも
かかわらず、SLAの｢誤り｣は、このような観点からは捉えられてこなかった。 
本研究は、(1) 日本人英語学習者が、豊かな言語経験にもかかわらず限られた知識しか得られ
ないという問題を、「文法性の錯覚」から捉え直し、言語理論、言語処理、脳科学の観点から総
合的に研究・解明する。(2) さらに、文法性の錯覚から逃れるための方略を提案することで、言
語学に基づいた英語教育へと展開するための研究基盤を確立する。 
 
３．研究の方法 
本研究の研究体制は、研究統括の遊佐のもと、言語理論、第二言語獲得、音韻論、言語処理、
言語脳科学などを専門とする分担研究者からなり、個人研究を中心としながら研究目標を達成
することに努めた。具体的な研究方法は以下の通りである。 
まず、本研究は、日本人英語学習者の｢文法性の錯覚｣を、(1) 文理解過程、(2) 文発話過程、

(3) 言語発達過程、(4) 教授効果の影響を研究対象として、言語理論、行動実験、脳機能計測の



観点から総合的に解明するために、まず「文法性の錯覚」を引き起こす可能性のある文法現象を
同定し、詳細な言語分析を行う。次に、「文法性の錯覚」が言語知識の欠陥を意味するのか、あ
るいは言語処理の問題なのかということを探るために行動実験を行う。さらに、日本人英語学習
者にとって獲得が難しい文法現象に関して教授の介入を行うことで、教授効果があるのどうか
かを検証する。これに加えて、教授を含めた入力に関して脳科学からの基礎研究を行う。 
 
４．研究成果 
2019 年度後半以降の研究においては、新型コロナウイルス拡大の影響で予定していたデータ
収集や言語獲得･処理実験、脳科学実験が実施できないものがあり大きな影響をうけ、研究計画
を変更せざるをえなかった。特に、「文法性の錯覚」を免れるための「適切な対面指導（授業）」
が遂行できなかったため、脳機能変化を探る実験ができなった。しかし、このような厳しい状況
にもかかわらず、言語理論、特に生成文法理論の観点から以下の項目の言語特性を調べ学会発表
や論文、著書で研究成果の一部を発表することができた（研究業績参照）。また、特定の言語現
象が英語特有の現象か普遍的な現象かを調べるために英語以外の言語を対象として、関連領域
の研究も行った。本研究で扱った主な言語現象は以下の通りである。 
 
(2) 時制、Be動詞の過剰生成、関係節の文処理、構造依存性、総称用法の冠詞、繰り上げ構文と
コントロール構文、再帰代名詞、WH疑問文、空主語・空目的語、項削除、例外的格付与構文、
語彙処理、介在効果、韻律構造、スカラー含意、語順、二重目的語など 
 
研究成果が多岐に渡るので個々の詳細は研究業績を参照していただきたいが、SLAにおける「文
法性の錯覚」の研究を行うためには、言語現象の詳細な分析が基盤となる1。「文法性の錯覚」を
通して、言語理論や GenSLA が教室での英語教育にどのように貢献するのかを検討するには、
まず｢第二言語獲得｣の「言語」をどのように定義するかが問題となる。言語とは、L1、 L2に関
係なく脳に実在する言語知識であることは、言語理論にかかわらず明白な事実である。しかし、
SLA研究ではこの事実がしばしば看過され、｢第二言語はどのように学ばれるのか｣や｢第二言語
の効果的な指導法は何か｣といった議論が行われ、その結果として言語理論との接点がないこと
がある。生成文法では、脳内の言語知識は、心的表示 (mental representation)に｢演算｣が加わ
ることで特徴づけられると仮定しているために、詳細な言語現象分析が必要となる。このために、
(2)にあげた項目に関して、詳細な言語分析を行った。 
 言語分析が、「文法性の錯覚」を解明する上で不可欠であることを示す例として、日本人英語
学習者の英語の時制の問題を考えてみる。具体的には,日本人英語学習は、 (3a) を使うべきと
ころで (3b) のように「三人称単数現在の s」を省略してしまう場合がある。この問題は、明示
的知識があるにもかかわらず、英文を話したり書いたりする時に、どうしてこの「簡単な規則」
が使えないのかという問題であり、「文法性の錯覚」として捉えることができる。 
 
(3) a. John often plays tennis. 
  b. *John often play tennis. 
  c. *John is often play tennis. 
 
遊佐･大滝 (2020)は、「三人称単数現在の s」の問題を生成文法理論の観点から扱い、(3b)のよう
例は、時制に関する文法情報が欠如していることを示していないことを証明した。また「三人称
単数現在の s」に関する明示的な知識があるにもかかわらず、英語使用の場で問題が生じるのは、
言語使用の段階でこの知識にアクセスする時に問題が生じることを示した。さらに、英語教育で
従来から問題になっていた、(3c)のような「be動詞の過剰生成」が時制の具現化であること、ま
た時制の具現化として do ではなく be 動詞が用いられる理由を、言語理論から説明した。この
ような英語教育で頻繁に出現する「誤り」を「文法性の錯覚」という観点から分析し、新たな知
見を得られたのは、詳細な言語分析と言語理論を用いたからである。さらに、この研究に基づき、
山田 (2021)は、文法性の錯覚を文処理の観点から検討を行い、文法性の錯覚から得られた知見
が英語教育に応用できる可能性があることを示唆した。 
同様に、第二言語獲得研究における統語理論の重要性を示したものに宮本・山田 (2020)があ
る。日本語は，時制節で発音しない空主語や空目的語を許す言語である。母語の影響で，日本人
英語学習者は，英語を産出するさいに主語や目的語を省略することが知られており、「文法性の
錯覚」の例である。日本語の空主語・空目的語には非顕在的代名詞要素 proが仮定されてきたが、
比較統語論の進展により日本語の空主語・空目的語は pro とは異なる性質を有することが明ら
かになった。この研究成果に基づき、宮本・山田 (2020)は、日本語空主語・空目的語を含む文
における「緩やかな同一性解釈」(sloppy reading)の可否から新しい習得データを提示し、Saito 
(2007)の枠組みで空主語・空目的語を項削除として捉えている。項削除が人称、数、性等のφ素
性を欠いた言語にのみ許されるという分析が正しければ、日本人英語学習者が英語では空主語・
空目的語が許されないことを習得するためには、φ素性の一致を学ぶ必要があるとの洞察を得
ることができる。 
教授効果に関しては、主に次の項目の検討が行われた。 

 



(4) 冠詞の教授効果、関係節の教授効果、普遍文法の特性が関与する文法現象の教授効果 
 
まず、冠詞の明示的指導は、短期的効果は生みだすが、長期的な持続的効果はもたらさず、「文
法性の錯覚」は解消されないことが明らかになった(Umeda et al. 2019)。学習者が使用する教
材で用いられる「過度に単純化された文法規則」が入力の取り込みや、言語知識の発達を阻害す
る可能性があるため、通常の文法書で言及されていないが、言語研究が明らかにした規則を教授
したが、長期的な教授効果は生まなかった。今後、言語入力の観点から研究を継続する予定であ
るが、脳に実在する言語知識を明示的に教えることは、原理的に不可能であり、心的表示を再構
築するためには豊富な肯定証拠が必要になると思われる。 
 次に、関係節の教授効果に関しては、特に目的語関係代名詞の「文法性の錯覚」を扱った。関
係節内における主語代名詞が、目的語関係節の処理負担を減らし「文法性の錯覚」が軽減される
可能性が示唆された。このことは、目的語関係節の指導法において、主語代名詞を用いることの
有効性が考えられるが、Douglas (2019)、Douglas et al. (2021)の研究成果をふまえて詳細な検
討が必要である。 
  教室での指導効果研究では、多くの研究で指導直後の指導効果を測定しているために、実験
結果が暗示的知識を反映しているのか、指導内容のメタ言語知識なのかを区別することが困難
である。この問題を解決するために、文法規則指導の半年後の文法性判断課題と脳活動を計測
した。文法性判断課題の結果は、指導前と半年後では有意差があったが、指導直後と半年後で
は有意差がなかった。同様に文法規則の獲得に関わるブローカ野の賦活も、指導前と半年後で
は有意差があったが、指導直後と半年後には有意差がなかった。このことは、指導効果が半年
後も持続しており、指導が暗示的知識を生み出した可能性を示唆している。しかし、この結果
は明示的な指導が短期的な効果しかもたらさないとするWhite (1991)、Umeda et al. (2019) 
の結果と矛盾するように思える。しかし、ここで指導した文法規則は、普遍文法の特性を反映
した構造依存性が関わるもので、この場合は単純なインプットを与えるだけで複雑な規則が身
につき、その教授効果が持続することが明らかになった（論文投稿中）。 
 最後に、外国語教育では、コミュニケーション能力が重要視されるが、その基盤となる心的
表示の構築が重要である。この心的表示の構築には、入力（言語入力、指導）、生得的資質であ
る普遍文法、言語処理メカニズムを考慮する必要がある。明示的知識がうみだす言語表現を、
意味を考慮しながらコミュニケーションの場で使用することで、心的表示の発達を促進する可
能性は十分にある。また、言語知識は抽象的な言語構造に依存するので、表層的語順に基づい
た説明は言語知識を育まないことになる。外国語としての英語環境にいる我が国では、接触量
が限られているために、取り込み可能な言語入力を与えることが重要であり、その意味で、「文
法性の錯覚」の研究は、英語教育に大きな貢献が可能であると思える。 
今後、本研究課題の成果に基づいた専門書を執筆すると同時に、一般書や文法書の形で研究
成果を社会に還元することで、英語の接触量の増加にも拘わらず停滞期にいる日本人英語学習
者の英語習得の向上に微力ながら貢献したいと願っている。 
 
 
 

1 以下の説明は、本研究の成果である、遊佐 (2019) 「生成文法に基づいた第二言語獲得研究
と外国語教育のインターフェイス」、遊佐･杉崎・小野 (2018) 「最新の言語獲得研究と文処理
研究の進展」からの引用を含む。 
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The long-term effect of explicit instruction on learners’ knowledge on English articles
(Online 2017)

Language Teaching Research 179～199

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Umeda Mari、Snape Neal、Yusa Noriaki、Wiltshier John 23
 １．著者名



2018年

2018年

2019年

2018年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Eye movement data and the causes of relative clause difficulty

IEICE Technical Report 27-31

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Roland  Douglas, Hirose Yuki,  Mauner Gail TL2018-17
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Developing the materials of a reading span test for English learners involving pronoun
resolution.

教育研究. Educational Studies 81-90

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Asami Shiori, Roland Douglas, Morishima Yasunori 61
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Bilinguals’ lexical access of cognates in the brain: Effects of language memberships

Proceedings of The 20th Annual International Conference of the Japanese Society for Language
Sciences

34-37

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Hsieh MC, Jeong H, Sugiura M, Kawashima R 20
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
第二言語学習者の意味曖昧性解消に関する認知メカニズムの解明：fMRI研究

全国英語教育学会第44回京都研究大会予稿集 576-577

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
岡本吉世, 鄭嫣 44
 １．著者名



2019年

2018年

2018年
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オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
|H| and |L| have unequal status

Phonological Studies 41-48

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Nasukawa Kuniya, Backley Phillips 21
 １．著者名

10.1080/23273798.2018.1489066

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Processing of non-canonical word orders in (in)felicitous contexts: evidence from event-related
brain potentials

Language, Cognition and Neuroscience 1340～1354

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Yano Masataka、Koizumi Masatoshi 33
 １．著者名

10.1017/S0022226718000488

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Challenging cross-linguistic typology: Right-edge consonantal prominence in Kaqchikel

Journal of Linguistics 611～641

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
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 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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 １．著者名
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2017年
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オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A preliminary study on why second language learners accept ungrammatical sentences: Its
practical implications

群馬大学教科教育学研究 31-40

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Yamada Toshiyuki 17
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Why do L2 learners accept ungrammatical sentences? A preliminary study?
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Yamada Toshiyuki 117
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なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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Proceedings of the International Symposium on Monolingual and Bilingual Speech 2017 193-198

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
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 １．著者名
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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 １．著者名
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2017年
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オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
|H| and |L| have unequal status

Phonological Studies 41-48

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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Nasukawa Kuniya, Phillip Backley Phillip 21
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Neural correlates of bilingual language control during interlingual homograph processing in a
logogram writing system

Brain and Language 72～85

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Hsieh Ming-Che、Jeong Hyeonjeong、Dos Santos Kawata Kelssy Hitomi、Sasaki Yukako、Lee Hsun-
Cheng、Yokoyama Satoru、Sugiura Motoaki、Kawashima Ryuta
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The Effect of Emotional State on the Processing of Morphosyntactic and Semantic Reversal
Anomalies in Japanese: Evidence from Event-Related Brain Potentials

Journal of Psycholinguistic Research 261～277

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
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 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Tracking Down Disjunction
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14th Generative Approaches to Language Acquisition（国際学会）

14th Generative Approaches to Language Acquisition（国際学会）
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 ３．学会等名
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Snape Neal, Hirakawa Makiko, Mathews John
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 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名
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 ３．学会等名

 ３．学会等名
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 ４．発表年
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第二言語習得学会国際大会（国際学会）
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 ２．発表標題
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The 42st Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society（国際学会）

Mental Architecture of Processing and Learning of Language 2019 (MAPLL-TCP-TL 2019)（招待講演）

日本言語学会158回大会ワークショップ（国際学会）

日本第二言語習得学会(J-SLA )秋の研修会（招待講演）

 ３．学会等名
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 ３．学会等名
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 ２．発表標題

 ２．発表標題
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Koichi Otaki, Sato Manami, Ono Hajime,  Yusa Noriaki,  Sugisaki Koji, Kaitapu Soana,Veikune  Ana Heti , Vea Peseti ,  Otsuka
Yoko, Koizumi Masatoshi

音韻階層構造と外在化 I,II
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 ４．発表年
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 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名
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The Acquisition of Wh-questions in Tongan: A Comprehension and Eye-tracking Study
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2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Government Phonology Roundtable (GPRT) 2019（国際学会）

東北大学文学研究科言語学研究室講演会（国際学会）

慶應言語学コロキアム（招待講演）

那須川訓也
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Nasukawa Kuniya, Backley Phillip

Nasukawa Kuniya
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 ４．発表年

文末助詞と音韻分析 文末助詞の階層における情動計算不全としての自閉症の言語障害

音韻変異と外在化言語の多様性再考：外在化の観点から口頭

Nasality and voicing in a modulated-carrier model of speech
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 １．発表者名

 １．発表者名
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 ３．学会等名
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 ３．学会等名

日本英語学会第３７回大会ワークショップ

那須川訓也

Nasukawa Kuniya

Nasukawa Kuniya

Yoshimura Noriko, Nakayama Mineharu, Fujimori Atsushi

Recursivity in Phonology Below and Above the Word (RecPhon2019)（国際学会）
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 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年
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 １．発表者名
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Analysing the asymmetry between nasality and voicing: A precedence-free approach
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 ２．発表標題

 ２．発表標題
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Fujimori Atsushi, Yoshimura Noriko, Nakayama Muneharu
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 ４．発表年
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 ４．発表年
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 １．発表者名
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Processing the interpretation of long distance and local anaphora with subject and object antecedents in Japanese
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